
「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学  年  第１学年 

□ 単 元 名  情報を読み取ろう「『音読のすすめ』リーフレットを作ろう」 

□ 教 材 名  「脳のはたらきを目で見てみよう」川島隆太（東京書籍） 

□ 言語活動   音読の大切さを小学生に伝えるためにリーフレットを作るという言語活動を通して，文章中か

ら目的に応じて必要な情報を取り出し，要約する力を付ける。     

□ 本時の目標  音読についての必要な情報（図，関連した説明）を取り出し，図に対応した補足説明を考える

ことを通して，文章を事実と筆者の考えとに読み分け，必要に応じて要約することができる。 

□ 学習の流れ（３時間目／全６時間） 

  《前時までの学習内容》「音読がなぜ必要か。」という目的をもって本文を読み，音読すると脳が最も活性化するこ

とを確認した。そして小学生に音読の大切さを伝えるリーフレットを作成する活動を設定した。本時はリーフレッ

トに掲載する必要な図を選び，その図の補足説明を書く学習である。※単元末で小学生にリーフレットを紹介。 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の目標を確認する 

 

 

 

２ 音読の大切さを伝えるために

必要な図と説明を取り出す。 

○ 必要な図を選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 選んだ図に対応する説明の

内容を確認する。 

○ 班内で交流し，全体で確認

する。 

３ 図の補足説明を書く。 

 

 

 

 

４ 本時のまとめと次時の確認を

する。 

 

 

 

 

 

・10 種類の図の中で，選んだ図がなぜ必要なのか考

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図を説明している文章から事実（脳のどの部分が

どのくらい活性化しているか）と筆者の考えを取

り出させる。 

 

・モデル文を示し，補足説明の役割を確認させる。 

・必要な情報を本文から取り出させ，まとめる手順

や分量を示し，要約させる。 

 

 

・次時で本時の学習を踏まえながら，「私が音読をす

すめるわけ」を考えていくことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文章を事実と筆者の考

えとに読み分け，必要

な図と説明を取り出

し，それを要約して補

足説明を書いている。

〔読むこと〕（行動観

察，ワークシート） 

 

 

  

 

 

 

 

 

  ■ 学習活動２において，本文中から必要な図を選ばせる際には，図を説明している文章を事実と筆者

の考えとに読み分けさせてその違いをとらえさせた上で，この図がリーフレットの目的に合っている

か判断させましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■ 学習活動３において，「音読の大切さを伝えるリーフレットに掲載する図の補足説明を書く」とい

う目的を明確にしましょう。また，必要な情報を本文から取り出しまとめる手順を教えましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

目的目的目的目的にににに応応応応じてじてじてじて必要必要必要必要なななな情報情報情報情報をををを取取取取りりりり出出出出させさせさせさせるるるる    

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

小学生に音読の大切さを伝えるために，必要な図と説明を取り出し，図の補足説明を書こう。 

＜生徒の反応＞ 

○ 音読時の脳の活動図が必要            

→音読すると脳が活性化することが分かるから。 

○ 音読時の脳の活動図と黙読時の脳の活動図が必要   

→比べるものがないと音読が一番活性化すると言えないから。  

→黙読でもよいと考える小学生が多いから。 

○ 上の二つの図と脳の各部分と機能の図が必要     

→なぜ，活性化するのか説明する時に必要だから。 

     →活性化している脳の部分を具体的に説明する時に使えるから。 

 

    

○ 今回の改訂において，各領域では，国語の能力を調和的に育て実生活実生活実生活実生活でででで生生生生きてきてきてきて働働働働くようにくようにくようにくように，，，，それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの領域領域領域領域のののの

特性特性特性特性をををを生生生生かしながらかしながらかしながらかしながら生徒主体生徒主体生徒主体生徒主体のののの言語活動言語活動言語活動言語活動をををを活発活発活発活発にしにしにしにし，，，，国語科国語科国語科国語科のののの目標目標目標目標をををを確実確実確実確実かつかつかつかつ豊豊豊豊かにかにかにかに表現表現表現表現できるようにできるようにできるようにできるように内容内容内容内容をををを改改改改

善善善善しています。各学年の内容の指導に当たって，（１１１１））））のののの指導事項指導事項指導事項指導事項をををを（（（（２２２２））））のののの言語活動例言語活動例言語活動例言語活動例をををを通通通通してしてしてして指導指導指導指導することすることすることすること

を一層重視しています。 

○ 本事例では，「音読のすすめ」リーフレットを作るという目的で，本文中から必要な図と説明を選び，図の補

足説明を書く活動を設定しています。目的をもたせることで，主体的主体的主体的主体的なななな読読読読みみみみ取取取取りりりりになります。また，必要な図と

説明の関連を読み取ることで，文章文章文章文章のののの中心的中心的中心的中心的なななな部分部分部分部分とととと付加的付加的付加的付加的なななな部分部分部分部分，，，，事実事実事実事実とととと意見意見意見意見などとをなどとをなどとをなどとを読読読読みみみみ分分分分けることけることけることけることができ

るようになります。図の補足説明を書くことで，目的目的目的目的やややや必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて要約要約要約要約することすることすることすることができるようになります。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

（（（（１１１１））））のののの指導事項指導事項指導事項指導事項をををを（（（（２２２２））））のののの言語活動例言語活動例言語活動例言語活動例をををを通通通通してしてしてして指導指導指導指導することをすることをすることをすることを一層重視一層重視一層重視一層重視    

    目的目的目的目的にににに応応応応じてじてじてじて要約要約要約要約させるさせるさせるさせる    

＜生徒の思考＞ ※図と説明の関連を考えさせながら読み取らせ，目的に合っているか，他に必要な情報はないかを考えさせます。       
 

 

この図も必要だが，

黙読時の脳の活動

図も取り上げ比較

すると，より音読の

大切さが分かる。 

音 読 時 の 脳

の 活 動 図 が

必要だ。 

 

リーフレットでは，音

読の大切さを伝えるのだ

から，音読すると脳が活

性化することがよく分か

るこの図が必要だ。 

この図の説明には， 

事実→脳の７０％が活性化する    

筆者の考え→文字言語と音声言語のシ

ステムの両方を同時に使うか

ら活性化すると書いてある。 

   

補足説明を書かせる手順 

① モデル文を示し，補足説明の役割を確認させる。 

 

② 本文中の説明から，図だけでは分からない情報でしかも音読の大切さを伝えて

いるという情報を取り出させ，一つの内容を一文にまとめさせる。 

 

 

 

 

 

③ 補足説明の分量を示し，それに合うように②をつないでまとめさせる。 

     ○音読時は，大脳の７０％以上もの神経細胞が働く。 

○脳が黙読時よりも広い範囲で活性化している。 

○音読は，文字言語と音声言語の二つのシステムを同時に使う。 

○二つのシステムを同時に使うから，これほどまでに活性化すると考えられる。 

 

 補足説明の例 ※100 字程度でまとめさせる。 

音読時の脳は，黙読時より広い範囲の大脳の７０％以上が働き，活性化しています。これは，音声 

言語のシステムと文字言語のシステムの両方のシステムを同時に使うからと考えられています。   

 

 
音読のすすめ 

図１ 

脳の各部分と機能の図 

図３ 

音読時の脳

の活動図 

図２ 

黙読時の脳

の活動図 

私が音読をすすめるわけ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

図２と図３の説明 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

＜リーフレットの例＞ 
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語
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○○○○    文章文章文章文章のののの中心的中心的中心的中心的なななな部分部分部分部分とととと付加的付加的付加的付加的なななな部分部分部分部分，，，，事実事実事実事実とととと意見意見意見意見などとをなどとをなどとをなどとを読読読読みみみみ

分分分分けけけけ, , , , 目的目的目的目的やややや必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて要約要約要約要約することができるすることができるすることができるすることができる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力，，，，

表現力表現力表現力表現力のののの育成育成育成育成 

例 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 九州地方の産業（地理的分野） 

□ 本時の目標 筑豊地方の工業生産物や生産高の変化を読み取ることを通して，筑豊地方でＩＣなどの小

型・軽量な製品の生産が盛んとなった（地方的特殊性）理由を，歴史的な背景，地形（自然的

条件）や輸送機関（社会的条件）等との関係から考察し説明することができる。 

□ 学習の流れ（４時間目／全６時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

２ 筑豊地方の工業生産の変化

をとらえる。 

 

 

 

 

３ 筑豊地方に工業団地ができ

た理由を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時のまとめを確認し自己

評価カードに記入する。 

５ 次時の予告を聞き課題を確

認する。 

・ぼた山の写真と石炭産出量のグラフをもとに，北

九州工業地帯の学習で学んだ筑豊地方の多くの炭

鉱が閉山されたことを確認し，現在の様子への関

心を高める。 

・エネルギー革命の概要を説明する。 

 

 

・1960年頃と2005年頃の筑豊地方の土地利用図を比

較させる。 

→炭鉱だった場所が，工業団地やＩＣ工場になっ

ている。高速道路ができている。 

・ぼた山に隣接する工業団地の写真を示し，変化を

実感させる。 

・これまで学習した工業地域の立地条件とその理由

（地理的な見方や考え方）をカードで確認させる。 

・筑豊地方の工業団地の企業（業種）一覧を提示す

る。 

→軽量・小型の製品を製造する企業が多い。 

・工業地域の発展についての既習の見方や考え方を

活用させ，地図を活用して話し合わせる。 

→内陸部で大型船舶を使うことはできないため，

大きくて重たい製品を輸送することは難しい。 

→周辺に高速道路が整備されていて，トラックで

の輸送に適している。 

・話合いの内容を踏まえ，筑豊地方に工業団地がで

きた理由をワークシートにまとめさせ，説明させ

る。 

 

 

・九州地方でＩＣ工場が多く集まっている地域を地

図帳で調べ，印をつけておくよう指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・筑豊地方に工業団地

ができた理由を地形

や輸送手段等と関連

付け，地形図を活用

して説明している。

〔社会的な思考・判

断・表現〕 

（ワークシートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地理的事象を羅列的に示すのではなく，「そうした地理的事象がなぜそこでそのようにみられるの

か」「なぜそのように分布したり移り変わったりするのか」等の問いにより考察させることによって，

事象間の関連や地理的事象に関する法則性や概念が習得でき，地理的な見方や考え方の基礎を培うこ

とができます。 

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂では，社会的な見方や考え方を養うことをより一層重視する観点に立って，言語活動にかかわ

る学習の一層の充実が示されました。地理的分野では，「「「「地図地図地図地図をををを有効有効有効有効にににに活用活用活用活用してしてしてして事象事象事象事象をををを説明説明説明説明したりしたりしたりしたり，，，，自分自分自分自分のののの    

解釈解釈解釈解釈をををを加加加加えてえてえてえて論述論述論述論述したりしたりしたりしたり，，，，意見交換意見交換意見交換意見交換したりするなどのしたりするなどのしたりするなどのしたりするなどの学習活動学習活動学習活動学習活動をををを充実充実充実充実させるさせるさせるさせる」」」」ことが 

示されています。 

○ 本事例では，筑豊地方に工業団地が立地した理由を，主として製品と輸送機関との 

 関連について，これまでにこれまでにこれまでにこれまでに学習学習学習学習したしたしたした地理的地理的地理的地理的なななな見方見方見方見方やややや考考考考ええええ方方方方をををを活用活用活用活用しししし，，，，地図地図地図地図をををを用用用用いていていていて考考考考    

察察察察させるさせるさせるさせる学習活動を位置付けています。これにより，生徒生徒生徒生徒のののの地理的地理的地理的地理的なななな見方見方見方見方やややや考考考考ええええ方方方方のののの    

補充補充補充補充・・・・深化深化深化深化・・・・統合統合統合統合がががが図図図図られられられられ，，，，よりよりよりより多面的多面的多面的多面的・・・・多角的多角的多角的多角的なななな考察考察考察考察ができるができるができるができるようになります。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

言語活動言語活動言語活動言語活動にかかわるにかかわるにかかわるにかかわる学習学習学習学習をををを一層充実一層充実一層充実一層充実    

地理的事象地理的事象地理的事象地理的事象をををを羅列的羅列的羅列的羅列的にににに提提提提示示示示するのではなくするのではなくするのではなくするのではなく，「，「，「，「事象間事象間事象間事象間のののの関連関連関連関連」」」」をををを考察考察考察考察させるさせるさせるさせる    

筑豊地方の工業生産の変化の様子をとらえ，その理由を考えよう。 

工夫工夫工夫工夫    

 これまでに学習した地理的な見方や考え方を用いて，

事例地域を考察させることにより，生徒の地理的な見方

や考え方を深めることができます。これまでの学習を振

り返り，「「「「工業地域工業地域工業地域工業地域はどんなところにはどんなところにはどんなところにはどんなところに発達発達発達発達していたかしていたかしていたかしていたか。。。。

またまたまたまた，，，，それはなぜかそれはなぜかそれはなぜかそれはなぜか。」。」。」。」ということをということをということをということを確認確認確認確認しししし，，，，本時本時本時本時のののの学学学学

習習習習にににに生生生生かすことがかすことがかすことがかすことが大切大切大切大切です。   

そのためには，単元のまとめ等の時間において， 

生徒に学習した見方や考え方を，その理由とともに 

ノートにまとめさせ，指導者はカード等に整理して 

いくと活用しやすくなります。 

〔〔〔〔学学学学んだんだんだんだ見方見方見方見方やややや考考考考ええええ方方方方をををを生生生生かすかすかすかす〕〕〕〕    

 

地図地図地図地図をををを活用活用活用活用させるさせるさせるさせる    

■ 地理的事象を位置や空間的な広がりのとのかかわりでとらえ，それを地域の環境条件や他地域との

結び付きなどと関連付けて考察させるには，地図の活用が欠かせません。また，考察考察考察考察したしたしたした結果結果結果結果をををを分布分布分布分布

図図図図やややや地図地図地図地図をををを用用用用いていていていて説明説明説明説明しししし合合合合うううう活動活動活動活動をををを取取取取りりりり入入入入れることでれることでれることでれることで，，，，生徒生徒生徒生徒はははは根拠根拠根拠根拠やややや解釈解釈解釈解釈をををを示示示示しながらしながらしながらしながら自分自分自分自分のののの言葉言葉言葉言葉でででで

説明説明説明説明できるできるできるできるようになります。 

  

 

 

 

 

 

なぜ，筑豊地方にこ

のような工業団地が

見られるのだろう？ 

・筑豊地方には炭鉱がありまし

た。 

・今は高速道路が整備されてい

ます。 

・工業団地で生産されているも

のは，アルミサッシ，即席ラ

ーメン，それから… 

確か… 

「工業地帯は，海の近く」，「工業製品は

船を使って運ぶ」って習ったよ。 

内陸部には精密機械が発達していたわ。 

この工業団地の製品は，小さくて軽いも

のだし，輸送先は国内だから，輸送には

トラックが便利よ。 

地図を見ると，近くに高速道路や幹線道

路が整備されているよ。 

工業地域周辺には，その工業に適し

た輸送機関が整備されているんだ！ 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

言
語
活
動
の
充
実
 

 

○○○○    地形地形地形地形やややや輸送手段等輸送手段等輸送手段等輸送手段等にににに着目着目着目着目してしてしてして，，，，工業団地工業団地工業団地工業団地ができたができたができたができた理由理由理由理由をををを多面多面多面多面

的的的的・・・・多角的多角的多角的多角的にににに考考考考ええええ，地形図地形図地形図地形図やややや分布図分布図分布図分布図をををを用用用用いていていていて根拠根拠根拠根拠やややや解釈解釈解釈解釈をををを示示示示しなしなしなしな

がらがらがらがら説明説明説明説明することがすることがすることがすることができるできるできるできる。。。。     

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 式の計算 

□ 本時の目標  連続する２つの奇数の和について成り立つ性質を，文字を用いた式を使って一般的に説明

することが必要であることを理解するとともに，その方法について考えることができる。 

□ 学習の流れ（10 時間目／全 13 時間）※文字を用いた式を使った説明の１／２時間目 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 既習事項を確認する。 

 

 

２ 成り立つ性質を予想する。 

 

 

   

 

３ 説明の方法を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ４の倍数になる理由を文字

式や図を使って考える。 

 

５ 考えを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 文字を用いた式を使った説

明の方法と意味を確認する。 

 

 

７ 本時の活動を振り返る。 

８ 家庭学習を確認する。 

・偶数，奇数，倍数，連続する二つの奇数などについて，

文字を用いた式の表し方を確認する。視覚的にイメージ

しやすくするために，図も用いて確認する。 

・連続した二つの奇数の和について成り立つ性質を予想さ

せ，他の場合についても，「予想した性質が成り立つかど

うか」と問うことで，考えをゆさぶる。 

 

 

 

 

 

 

 

・具体的な数や図だけを使っても，４の倍数になることを

確かめることはできるが，一般的な説明にはならないこ

とから，文字を用いた式を使った説明の必要性に気付か

せる。 

・連続する二つの奇数が2n+1，2n+3と表されることを確認

する。 

・各自で４の倍数になる理由を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

・4n＋4が４の倍数になる理由を，文字式と図を関連付けて

確認し，文字を用いた式を使った形式的な説明の方法を

理解させる。 

・本時は，文字を用いた式を使った説明の導入なので，説

明の方法を理解することに重点を置く。次時では，本時

の説明を基に，自分で文字を用いた式を活用することが

できるようにする。 

・本時のねらいに即して自己評価を行わせる。 

・本時の内容に関する課題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文字式や図を用い

て表現したり，そ

の意味を読み取っ

たりして，命題が

成り立つことを説

明することができ

る。 

〔数学的な見方や

考え方〕 

（ノート，行動観

察） 

 

・文字を用いた式を

使った説明の必要

性と意味を理解し

ている。 

〔数量や図形につ

いての知識・理

解〕 

（行動観察，発言，

自己評価表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 最初に結論や解決方法を提示するのではなく， 

生徒生徒生徒生徒のののの思考思考思考思考をををを促促促促しししし，，，，判断判断判断判断させるようなさせるようなさせるようなさせるような問題提示問題提示問題提示問題提示のののの仕方仕方仕方仕方をををを工夫工夫工夫工夫しましょう。    

■ 問題の数値を工夫することで，結論を導くためには一般的な説明が必要で    

あることに気付かせ，文字文字文字文字をををを用用用用いいいいたたたた式式式式をををを使使使使ったったったった説明説明説明説明のののの意味意味意味意味を理解させましょう。 

 

 

■ まず，連続した二つの奇数の和が（2n+1)＋(2n＋3)と表せる 

ことを確認し，なぜ，４の倍数になるのか，文字式や図を使っ 

て各自各自各自各自のののの考考考考ええええをををを説明説明説明説明させましょう。 

■ そして，「4n＋4が４の倍数になる理由」を，互いの説明を基 

に，文字式文字式文字式文字式とととと図図図図をををを関連付関連付関連付関連付けてけてけてけて考考考考えさせえさせえさせえさせ，，，，説明説明説明説明しししし合合合合わせわせわせわせましょう。 

互いの説明を関連付けて再思考させる 

ことで，生徒は，図をイメージしながら 

自分の考えを整理することができ，徐々 

に根拠を明らかにし筋道立てて考え，自 

分のことばで説明できるようになってき 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 聞く側の生徒には，自分自分自分自分のののの考考考考えとえとえとえと比較比較比較比較しながら聞 

かせ，４の倍数になる理由が納得できたかというこ    

とを振振振振りりりり返返返返らせらせらせらせましょう。聞く視点も明確になり，  

話す側，聞く側の相互の学習内容の理解が深まります。 

    生徒生徒生徒生徒のののの思考思考思考思考・・・・判断判断判断判断をををを促促促促すすすす問題提示問題提示問題提示問題提示のののの工夫工夫工夫工夫ををををするするするする    

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

    文字式文字式文字式文字式とととと図図図図をををを関連付関連付関連付関連付けてけてけてけて考考考考えさせえさせえさせえさせ，，，，説明説明説明説明しししし合合合合わせるわせるわせるわせる    

連続した２つの奇数の和が４の倍数になることを説明しよう。 

生徒Ａ「たくさん計算して，確かめます。」 

生徒Ｂ「文字式を使って説明すればいいと思います。」 

生徒Ｃ「図を使って説明します。」 

生徒Ａに対して…「たくさん計算しても，全ての場合を確かめることにならないと思います。」 

生徒Ｃに対して…「図だけで,全ての場合を説明することができますか。」    

「連続した２つの

奇数の和が４の

倍数になること

を説明しよう。」 

Ｔ「これらに共通する性質は？」 

Ｓ「８の倍数だと思います。」 

Ｔ「本当にそう言える？ 他の場合も言えるかな？」 

・８の倍数です。 

・４の倍数かも…。 

生徒Ｂに対して…「これなら全ての場合が言えそうです。でも，(2n+1)＋(2n＋3)=4n＋4となる 

ことで，どうして４の倍数と言えるのですか。」 

生徒Ｄ「Ｃ君の図と文字式を使って考えました。」 

生徒ＢとＤの考えを関連させて 

…「Ｄ君の図を見ると，4n＋4が４の倍数になることが分かりやすいです。」 

あれ？ 

５+７=12 だから

８の倍数にならな

いなぁ。 

４の倍数かも…。 

 

    

    

○ 今回の改訂では，目標に「数学的活動を通して」の文言が加えられ，数学的活動の一つに「「「「数学的数学的数学的数学的にににに説明説明説明説明しししし

伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動」」」」が示されています。この活動により，論理的に考え，表現する力をはぐくんでいきます。 

○ 学習活動２，３では，文字を用いた式を使った説明の必要性に気付かせます。学習活動５では，思考の過程

と判断の根拠を説明し合う活動を取り入れています。数の性質を式式式式やややや図図図図をををを用用用用いていていていて考考考考ええええ，，，，図図図図をををを基基基基にににに説明説明説明説明しししし合合合合わせわせわせわせ

るるるることで，自分の考えを深化させ，根拠根拠根拠根拠をををを明明明明らかにしらかにしらかにしらかにし筋道立筋道立筋道立筋道立てててててててて考考考考ええええ，，，，説明説明説明説明すすすするるるることができるようになります。

また，文字を用いた式を使った説明の意味とよりよい説明の方法を理解することができます。 

新学習指導新学習指導新学習指導新学習指導要領要領要領要領ではではではでは    

数学的活動数学的活動数学的活動数学的活動のののの一一一一つとしてつとしてつとしてつとして，「，「，「，「数学的数学的数学的数学的にににに説明説明説明説明しししし伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動」」」」をををを例示例示例示例示    

「連続した２つの奇数の和について考えよう。」 

例  ３＋ ５＝ ８ 

      ７＋ ９＝16 

     11＋13＝24 

「連続した２つの奇

数の和について考

えよう。」 

例 １＋３＝ ４ 

   ３＋５＝ ８ 

   ５＋７＝12 

結論結論結論結論をををを予想予想予想予想させるさせるさせるさせる問題提示問題提示問題提示問題提示    

（容易に結論を見いだせる） 

結論結論結論結論をををを示示示示したしたしたした    

問題提示問題提示問題提示問題提示    

予想 数値の工夫 

「なぜ，４の

倍数になる

のか，図を

基に考え，

説明してみ

よう。」 

結論結論結論結論をををを予想予想予想予想するするするする際際際際にににに思考思考思考思考，，，，判断判断判断判断させるさせるさせるさせる問題提示問題提示問題提示問題提示    

私は文字式を使って考えました。 

なぜ，4の倍数になるのかと言うと 

（2n＋1）＋（2n＋3）＝4n＋4 

となり，4の倍数に 4をたすと４の 

倍数になるからです。 

生徒Ｂの説明 

Ｄ君の説明は，式と図を関連させているので，

4n＋4 と 4（n＋１）が等しいことがよく分かり

ました。 

4n＋4 だけでは４の倍数になることを最後ま

で説明したことにならないので，式を 4（n＋１）

と表さなければいけない理由も分かりました。 

生徒Ｄの説明 

に対して 

Ｄ君が説明したように， を１つ動かすと，４つずつの束が（n＋１）個になります。 

だから，（2n＋1）＋（2n＋3）は４の倍数になることが分かります。 

式でも，4n＋4＝4（n＋１）と表されるから，4が（n＋1）個あるということなので，

４の倍数になると言えます。    

文字式と図で考えました。 

4n＋4 が 4の倍数になること 

を図を使って説明します。 

               4n＋4 は図で表すと,4（n＋１） 

と表せることが分かります。 

               だから，4n＋4は 4の倍数に 

なります。 

2n＋1 

＋ 

2n＋3 … 

4

n 

… 

n＋1 

生徒Ｄの説明 

生徒Ｂと生徒Ｄの 

説明を関連付けて 

    

○○○○    文字文字文字文字をををを用用用用いたいたいたいた式式式式をををを使使使使ってってってって命題命題命題命題がががが成成成成りりりり立立立立つことをつことをつことをつことを考考考考ええええ，，，，数学的数学的数学的数学的なななな

表現表現表現表現をををを用用用用いていていていて説明説明説明説明することがすることがすることがすることができるできるできるできる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

言
語
活
動
の
充
実
 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

《前時までの学習内容》 

複数の抵抗を直列や並列につないだ場合，回路全体 

の抵抗はどのようになるかを予想し，実験方法や手順 

を示した実験計画書を作成させ，全体交流を行った。 

 

 

 

直列回路 

抵抗器の 

種類 

20Ω 30Ω 20Ωと 30Ω 

電流 0.150A 0.100A 0.060.060.060.060000AAAA    

電圧 3.0V 3.0V 3.0V 

全体の抵抗 20Ω 30Ω 50505050ΩΩΩΩ    

 

  

直列回路 

抵抗器の種類 10101010ΩΩΩΩとととと 20Ωと 30Ω 

電流  

電圧 3.0V 

全体の抵抗  

並列回路 

抵抗器の種類 10101010ΩΩΩΩとととと 20Ωと 30Ω 

電流  

電圧 3.0V 

全体の抵抗  

 

並列回路 

抵抗器の 

種類 

20Ω 30Ω 20Ωと 30Ω 

電流 0.150A 0.100A 0.250.250.250.250000AAAA    

電圧 3.0V 3.0V 3.0V 

全体の抵抗 20Ω 30Ω 12121212ΩΩΩΩ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第２学年 

□ 単元名 電流の性質 

□ 本時の目標 複数の抵抗器を直列や並列につないだ時の回路全体の抵抗と個々の抵抗との関係を見いだす

ことができる。 

□ 学習の流れ（１０時間目／全１０時間） 

 

 

 

  

 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の学習課題を把握する。 

 

 

２ 実験の準備をする。 

 

 

 

３ 実験する。 

 ○ 直列回路と並列回路のそ

れぞれの実験を実施し，実

験結果を記録する。 

 

 

４ 考察する。 

○ 課題と実験結果をもとに

考察を行い，結論をノートに

書く。（個→班） 

○ 他の班と交流する。 

 

○ 全体で話し合う。 

 

５ 新しい課題に対して，結果

を予想し，実験で検証する。 

 

６ 本時のまとめと次時の予告 

 

 

 

・前時までに生徒が作成した実験計画を読ませて，実

験の方法や手順，実験上の注意点を確認させる。 

・班で役割分担を行わせ，直列回路，並列回路の両方

の実験を実施させる。 

 

・直列回路，並列回路，それぞれにおける電流計，電

圧計の回路へのつなぎ方に留意させる。 

・それぞれの電流，電圧を測定した後，表にデータを

記録させ，回路全体の抵抗をオームの法則を使って

求めさせる。 

 

・結果を分析して解釈させ，直列回路，並列回路にお

ける回路全体の抵抗のきまりを予想と照らし合わせ

て考察させる。 

・各班説明者２名を残して，他班の説明を聞き，考察

内容について討議させる。（途中で交代） 

 

 

・直列回路，並列回路にそれぞれ新たに 10Ωの抵抗を

追加した場合の回路全体の抵抗の大きさを導いた結

論を用いて予想させた後，実験で検証させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・結果を活用して，

直列回路，並列回

路における回路全

体の抵抗のきまり

について考察し，

自らの考えを導き

表現している。 

〔科学的な思考・

表現〕（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抵抗を直列につ

なぐと電流は流

れにくい部分を

それだけ長く通

過することにな

るね。 

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

    

    

    

○ 今回の改訂では，生徒に思考力，表現力を育成するために，観察，実験を計画する場面で検証方法を討論

したり，データを図図図図，，，，表表表表，，，，グラフグラフグラフグラフなどのなどのなどのなどの多様多様多様多様なななな形式形式形式形式にににに表表表表してしてしてして分析分析分析分析してしてしてして解釈解釈解釈解釈し，結果結果結果結果についてについてについてについて考察考察考察考察したことをしたことをしたことをしたことを

説明説明説明説明したりしたりしたりしたりするするするする機会を充実することが求められています。 

○ そのため，本時では，複数の抵抗を直列,並列につないだ際の回路全体の抵抗について，実験結果を表表表表にににに

整理整理整理整理しししし，，，，分析分析分析分析しししし解釈解釈解釈解釈させてさせてさせてさせて結論結論結論結論をををを見見見見いださせていださせていださせていださせていますいますいますいます。。。。また，その結果結果結果結果をををを説明説明説明説明させさせさせさせるるるる学習活動学習活動学習活動学習活動を設定すると

ともに，見見見見いだしたいだしたいだしたいだした結論結論結論結論をををを活用活用活用活用させて新新新新しいしいしいしい課題課題課題課題にににに対対対対してしてしてして予想予想予想予想をさせるをさせるをさせるをさせる活動活動活動活動を位置づけ，思考力，表現力を

育成することを目指しています。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

問題問題問題問題をををを見見見見いだしいだしいだしいだし，，，，観察観察観察観察，，，，実験実験実験実験をををを計画計画計画計画したりしたりしたりしたり，，，，観察観察観察観察，，，，実験実験実験実験のののの結果結果結果結果をををを分析分析分析分析しししし解釈解釈解釈解釈したりしたりしたりしたり，，，，

科学科学科学科学的的的的なななな概念概念概念概念をををを使用使用使用使用してしてしてして考考考考えたりえたりえたりえたり説明説明説明説明したりするしたりするしたりするしたりする学習活動学習活動学習活動学習活動をををを重視重視重視重視    

■  実験結果実験結果実験結果実験結果をををを「「「「表表表表」」」」にににに整理整理整理整理させ，それぞれの回路における回路全体の抵抗のきまりを見いださせます。 

複数の抵抗器を直列につないだときと，並列につないだときの回路全体の抵抗

の大きさは，一つ一つの抵抗の大きさと比較してどのようになるのだろう。 

【交流のための学習形態例】 

考考考考ええええをををを説明説明説明説明させるさせるさせるさせる機会機会機会機会をををを作作作作るためにるためにるためにるために学習形態学習形態学習形態学習形態をををを工夫工夫工夫工夫するするするする    

    

○○○○    回路回路回路回路のののの違違違違いいいいととととオームオームオームオームのののの法則法則法則法則にににに着目着目着目着目してしてしてして，，，，実験実験実験実験のののの結果結果結果結果をををを分析分析分析分析ししししてててて

解釈解釈解釈解釈しししし，，，，表現表現表現表現することがすることがすることがすることができできできできるるるる。。。。        

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

抵抗を並列に

つなぐと電流

が流れる道筋

が増えるので

抵抗が小さく

なるね。 

30Ω 

回路全体の抵抗 

【並列回路】 

30Ω 

20Ω 

3V 
【直列回路】 

回路全体の抵抗 

20Ω 

3V 

実験結果実験結果実験結果実験結果をををを分析分析分析分析，，，，解釈解釈解釈解釈してしてしてして見見見見いだしたいだしたいだしたいだした結論結論結論結論をををを使使使使ってってってって，，，，新新新新しいしいしいしい課題課題課題課題にににについてついてついてついて予想予想予想予想させるさせるさせるさせる    

■  考察後，見いだした結論を使って，新しい課題に対して予想をさせます。その際，その予想が正し

いことを再度再度再度再度，，，，実験実験実験実験によりによりによりにより検証検証検証検証させることで，結論結論結論結論をををを科学的科学的科学的科学的なななな知識知識知識知識としてとしてとしてとして定着定着定着定着させることができます。 

各班２名程度，説明者を

残し，他の班へ説明を聞

きに行かせます。そして，

自自自自らのらのらのらの実験結果実験結果実験結果実験結果やややや結果結果結果結果かかかか

らららら見見見見いだしたいだしたいだしたいだした結論結論結論結論とととと照照照照らららら

しししし合合合合わせてわせてわせてわせて説明内容につ

いて討議させます。 

A グループ 

C グループ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

○ ○ 

B グループ 

D グループ 

○ ○ 

○ ○ 

説明において

は，回路図回路図回路図回路図や表表表表

を用いて，説明

させます。 

説明者 
訪問者 

説明者 

訪問者 

説明者 

説明者 

◆「並列回路」の考察 

抵抗器を並列に接続すると回路を流れる電流は

0.250Aになり，抵抗器が一つの時より増えた。ま

た，回路全体の抵抗は計算すると 12Ωになった。

実験の結果から並列回路では回路全体の抵抗は，

それぞれの抵抗よりも小さくなると言える。 

（Ｒ＜Ｒ
１，

Ｒ＜Ｒ
２

）※  …結果（根拠）   …結論 

◆「直列回路」の考察 

抵抗器を直列に接続すると回路を流れる電流は

0.060Aになり，抵抗器が一つの時より減った。ま

た，回路全体の抵抗は計算すると 50Ωになった。

実験の結果から直列回路では回路全体の抵抗は，

それぞれの抵抗の和になるといえる。 

（Ｒ＝Ｒ
１

＋Ｒ
２

）※  …結果（根拠）   …結論 

並列回路の場合

は，一番小さい10

Ωよりも小さく

なると思う。電流

は，0.250A より

も増えると思う。 

直列回路の場合

は，10Ω増えて，

60Ωになると思

う。電流は0.060A

よりもきっと少

なくなると思う。 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第２学年 

□ 題材名 表情豊かに歌おう「早春賦」 

□ 本時の目標  歌詞の内容や曲想を味わい歌唱する。 

□ 学習の流れ（１時間目／全２時間） 

学習活動 

指導上の留意事項 評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の学習内容の提示  

○ 「早春賦」を斉唱し，曲

に親しむ。 

２ 知覚・感受 

 ○ 歌唱しながら感じ取った

ことと曲の特徴を関連付け

てワークシートにまとめ

る。 

○ 各自が感じ取ったことを

グループ内で交流する。 

３ 歌唱表現 

○ 曲の特徴を理解し，表現

したいイメージをもちなが

ら斉唱する。 

 

 

 

 

・旋律の抑揚，拍子，リズム等が生み出す曲の特徴を

知覚し，それらの働きが生み出す雰囲気を感受させ

る。 

・感じ取ったことと〔共通事項〕を関連付けてまとめ

させる。 

・根拠を基にして，感じ取ったことを発表させる。 

 

 

・感じ取った曲の雰囲気や歌詞の内容を基に，表現し

たいイメージを膨らませる。 

 

 

 

 

・曲の特徴を感受し，

それらの働きによ

って生み出される

雰囲気を感じ取っ

ている。〔創意工夫〕 

 （ワークシート） 

 

 

□ 本時の目標  曲にふさわしい表現を工夫する。 

□ 学習の流れ（２時間目／全２時間） 

学習活動 

指導上の留意事項 評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の学習内容の提示 

 

２ 歌唱表現の工夫 

○ 表現したいイメージにな

るよう工夫する。 

 

 

○ グループ内で，各自の考

えを意見交流し，それを基

に表現を工夫する。 

３ 歌唱表現 

○ ふさわしい表現を工夫し

ながら，思いや意図をもっ

て歌う。 

 

 

 

・工夫した表現を焦点化するため，強弱に焦点を絞っ

て工夫させる。 

・二部形式についても理解させ，曲の形式を生かした

歌唱表現を工夫させる。 

・実際に歌って試しながら，イメージした表現になる

ように工夫させる。 

 

 

・録音した歌唱を聴かせ，歌詞の情景，旋律の抑揚や

強弱とのかかわりについて感じ取らせる。 

 

 

 

・強弱に着目し，それ

らの働きによって生

み出される雰囲気を

感じ取りながら音楽

表現を工夫してい

る。〔創意工夫〕（行

動観察） 

・曲にふさわしい音楽

表現をするために必

要な技能を身に付け

て歌っている。〔技

能〕（観察） 

 

 

 

 

 

 

    ＜「早春賦」ワークシート例＞ 

感じ取ったこと 曲の特徴  表現したいイメージ 

１ 曲を聴いて，感じたことやイ

メージしたことを書きましょ

う。 

  おどりたくなる感じがして

春が来たのがうれしい気・・・ 

２ どのようなところからそう感

じたのかを書きましょう。 

 

 

 

  ８分の６拍子がおどりたく・・ 

 あたたかい春が早く

きてほしいと待ってい

る気持ち。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■  生徒に表現を工夫させる際に，工夫工夫工夫工夫させたいさせたいさせたいさせたい〔〔〔〔共通事項共通事項共通事項共通事項〕〕〕〕をををを明確明確明確明確にににに提示提示提示提示しておきます。その際，

なぜそのようになぜそのようになぜそのようになぜそのように工夫工夫工夫工夫したいしたいしたいしたいののののかといったかといったかといったかといった根拠根拠根拠根拠をををを述述述述べさせるべさせるべさせるべさせることが大切です。 

また，歌唱では，歌詞の内容を感じ取らせ，歌詞と音楽とが影響し合って楽曲としての表現が生み

出されることに気付かせることが大切です。 

【発表例】 

 

 

 

 

 

 

【留意点】pp ff dim.などの音楽の用語や記号を扱うときには，知識として理解させる 

だけでなく，実際に歌って試すなど，体験を通しながら工夫させましょう。 

中中中中学校学校学校学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂で，表現と鑑賞の活動の支えとなる指導内容〔共通事項〕が新設されました。この〔〔〔〔共通事共通事共通事共通事

項項項項〕〕〕〕をををを手掛手掛手掛手掛かりとしてかりとしてかりとしてかりとして，，，，音楽音楽音楽音楽をををを形形形形づくっているづくっているづくっているづくっている要素要素要素要素やややや要素同士要素同士要素同士要素同士のののの関連関連関連関連をををを知覚知覚知覚知覚しししし，，，，それらのそれらのそれらのそれらの働働働働きがきがきがきが生生生生みみみみ出出出出すすすす

特質特質特質特質やややや雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気をををを感受感受感受感受したりしたりしたりしたり，音楽音楽音楽音楽にににに関関関関するするするする用語用語用語用語やややや記号記号記号記号をををを音楽活動音楽活動音楽活動音楽活動とととと関連付関連付関連付関連付けながらけながらけながらけながら理解理解理解理解したりしたりしたりしたりするするするするなどの

活動を通して，そのよさや特質を感じ取り，思考・判断する力の育成を目指しています。 

○ 言葉言葉言葉言葉によるによるによるによるコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションをををを取取取取りりりり入入入入れることによってれることによってれることによってれることによって，，，，音音音音によるによるによるによるコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションをををを一層充実一層充実一層充実一層充実ささささ

せせせせるるるることが大切です。生徒が音楽に関する言葉を用いて，自己のイメージや思いを伝え合ったり，他の生

徒の意図に共感したりすることができるような活動を取り入れます。そうすることによって，仲間とともに

創意工夫して表現する喜びを味わうこと，人によって様々な感じ方があることに気付き，生徒一人一人の音

楽に対する価値意識を広げることにつながります。 

■ 感感感感じじじじ取取取取ったったったったことことことこととととと音楽音楽音楽音楽をををを形形形形づくっているづくっているづくっているづくっている要素要素要素要素〔〔〔〔共通事項共通事項共通事項共通事項〕〕〕〕をををを関連関連関連関連付付付付けけけけるるるることによって，生徒が曲の

特徴をとらえる助けになり，自分の考えを整理しやすくなります。    

    表現表現表現表現したいしたいしたいしたい思思思思いやいやいやいや意図意図意図意図をもをもをもをもたせるたせるたせるたせるためためためため，，，，ワークシートワークシートワークシートワークシートをををを工夫工夫工夫工夫するするするする    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

音楽音楽音楽音楽にににに対対対対するするするするイメージイメージイメージイメージ，，，，思思思思いいいい，，，，意図意図意図意図などをなどをなどをなどを相互相互相互相互にににに伝伝伝伝ええええ合合合合うううう活動活動活動活動をををを重視重視重視重視    

    表現表現表現表現のののの工夫工夫工夫工夫にかかわるにかかわるにかかわるにかかわる〔〔〔〔共通事項共通事項共通事項共通事項〕〕〕〕をををを絞絞絞絞ってってってって提示提示提示提示するするするする    

情景を思い浮かべながら歌おう 

歌い始めは，だんだん音が高くなっているので，それに合わせてだんだん大きく

したい。      根拠根拠根拠根拠（（（（旋律旋律旋律旋律））））               工夫工夫工夫工夫（（（（強弱強弱強弱強弱）））） 

春なのに冬のような寒さに堪えている様子が書かれているので，２回目の 

根拠根拠根拠根拠（（（（歌詞歌詞歌詞歌詞のののの内容内容内容内容）））） 

「時にあらずと声も立てず」は，息をひそめるように p pで終わりたい。 

             表現表現表現表現したいしたいしたいしたい思思思思いいいい  工夫工夫工夫工夫（（（（強弱強弱強弱強弱）））） 

曲にふさわしい表現を工夫しよう 

ヒントヒントヒントヒント    

旋律・拍子・リズム・速度 
強弱・歌詞など 

 

 

○○○○    感感感感じじじじ取取取取ったこととったこととったこととったことと音楽音楽音楽音楽をををを形形形形づくっているづくっているづくっているづくっている要素要素要素要素〔〔〔〔共通事項共通事項共通事項共通事項〕〕〕〕をををを関関関関

わらせながらわらせながらわらせながらわらせながら，，，，表現表現表現表現したいしたいしたいしたい自分自分自分自分のののの思思思思いやいやいやいや意図意図意図意図をもつことができるをもつことができるをもつことができるをもつことができる。。。。    

○○○○    音音音音にににに関関関関するするするする用語用語用語用語やややや記号記号記号記号をををを音楽活動音楽活動音楽活動音楽活動とととと関連付関連付関連付関連付けながらけながらけながらけながら，，，，表現表現表現表現をををを工工工工

夫夫夫夫することができるすることができるすることができるすることができる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断判断判断判断力力力力    

のののの育成育成育成育成    

言
語
活
動
の
充
実
 

言
語
活
動
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充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年    第３学年 

□ 題材名   キミならどれを選ぶ？ 

□ 本時の目標 総合的な学習の時間の発表を収録したＤＶＤのジャケットにふさわしいデザインを造形的な

視点から選ぶことができる。 

□ 学習の流れ （１時間目／全２時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２ 効果的に表すための基礎

的・基本的な知識及び技能に

ついて確認をする。 

 

３ 参考作品を鑑賞し，作者の

表現意図を考えながら自分

のイメージに合った作品を

選ぶ。 

○ フリップボード 

 ２枚から３枚に自分の考

えをまとめる。 

○ 班内で順に自分の考えを 

伝え合い，見方や感じ方を

広げ，相互に学びを深める。 

 ○ 数名が全体で発表する。 

 

４ 本時の学習を振り返り， 

まとめをする。 

５ 次時の学習を知る。 

 

・「何だろう？面白そうだな」という場の設

定を工夫する。 

 

 

・色彩から受ける印象と配色の効果，イメー

ジに合ったレタリング，レイアウトの工夫

などの視点を提示する。 

 

・個々に DVD のジャケットの完成見本を手に

取らせ，イメージを具体化させる。 

・そのデザインに込められた思いを感じ取ら

せ，造形的な視点で，気付きや考えたこと

を整理させる。 

・友だちとの交流を意識して書かせる。 

・キーワードで書かせる。 

・根拠を明らかにして発表させる。 

 

 

 

 

・選んだデザインについて，造形的な視点か

ら新たに気付いたことをふまえながらま

とめさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・色彩，レタリング，レイア

ウトの工夫など，造形的な

視点に着目して選んだ根

拠を明確にしながら作品

の見方や感じ方を深めて

いる。 

〔鑑賞の能力〕 

（発表内容，ワークシートの

記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

○ 今回の改訂では，〔共通事項〕を設け，「Ｂ鑑賞」において，説明説明説明説明したりしたりしたりしたり批評批評批評批評したりするしたりするしたりするしたりする等の言語活動の

充実があげられています。 

○ 本事例では，イメージに合うデザインの作品を選ぶ活動の中で〔共通事項〕に示された形や色彩，材料な

どを意識させ，作品から受けるイメージを分析的にとらえさせることとしています。そうすることによって

生徒は自分なりの思いや考えをもつことが容易となり，選んだ理由を説明したり批評したりする活動もスム

ーズに進めることができます。 

    

■ 〔共通事項〕を活用し，「「「「形形形形やややや構成構成構成構成のののの工夫工夫工夫工夫についてについてについてについて」「」「」「」「色彩色彩色彩色彩のののの

工夫工夫工夫工夫についてについてについてについて」「」「」「」「イメージイメージイメージイメージについてについてについてについて」」」」のののの３３３３つのつのつのつのポイントポイントポイントポイントでででで作品

を分析させてみましょう。生徒は，作品を分析的にとらえるこ

とができるとともに，言葉にすることで，自分の感じ取ったこ

とや考えを整理することができます。 

 

〔〔〔〔共通事項共通事項共通事項共通事項〕〕〕〕でででで分析分析分析分析させるさせるさせるさせる    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

〔〔〔〔共通事項共通事項共通事項共通事項〕〕〕〕のののの視点視点視点視点からからからから生生生生じたじたじたじたイメージイメージイメージイメージをををを大切大切大切大切にしてにしてにしてにして鑑賞鑑賞鑑賞鑑賞することをすることをすることをすることを重視重視重視重視    

「「「「相手相手相手相手にににに分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく」「」「」「」「キーワードキーワードキーワードキーワード」」」」をををを意識意識意識意識させるさせるさせるさせる    

■ 自分の考えや思いを友だちに伝えることを意識しながら，フリップに簡潔にまとめさせます。 

形形形形やややや構成構成構成構成，，，，色彩色彩色彩色彩などをなどをなどをなどを意識意識意識意識させながらさせながらさせながらさせながら「「「「相手相手相手相手にににに分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく」」」」まとめさせます。また，感じ取っ

たことや考えたことなどを「「「「キーキーキーキーワードワードワードワード」」」」でででで書書書書かせるかせるかせるかせることで，自分の考えを整理することができ，

相手にも伝えやすくなります。フリップを活用した鑑賞をとおして美術科における思考力をはぐく

み，表現における発想や構想の能力，創造的な技能を高めることに繋ります。 

作品を選んだ理由を分かりやすく説明しよう 

フリップフリップフリップフリップ作成作成作成作成ののののポイントポイントポイントポイント    

○ 相手に見えやすいよ

うに文字の大きさは５

cm程度。 

○ 途中で書き足すこと

も可能。 

「「「「フリップボードフリップボードフリップボードフリップボード」」」」をををを使使使使ってみようってみようってみようってみよう    

「フリップボード」を使用

して発表することで， 

「「「「かくかくかくかく（（（（書書書書くくくく・・・・描描描描くくくく））））力力力力」」」」

「「「「話話話話すすすす力力力力」「」「」「」「聞聞聞聞くくくく力力力力」」」」がががが高高高高

まりますまりますまりますまります。 

理由理由理由理由    

・・・・ほかのほかのほかのほかのジャケットジャケットジャケットジャケットよりもよりもよりもよりも    

カラフルカラフルカラフルカラフル（（（（色彩豊色彩豊色彩豊色彩豊かかかか））））でででで色色色色

のののの対比対比対比対比ががががはっきりしていはっきりしていはっきりしていはっきりしてい

るるるる。。。。    

・・・・男踊男踊男踊男踊りとりとりとりと米米米米ととととぎのぎのぎのぎの写真写真写真写真のののの    

大大大大きさのきさのきさのきさの違違違違いいいいによってによってによってによって迫力迫力迫力迫力    

がががが生生生生まれているまれているまれているまれている。。。。    

 

○○○○    自分自分自分自分のののの価値意識価値意識価値意識価値意識をもってをもってをもってをもって批評批評批評批評しししし合合合合いいいい，，，，作品作品作品作品のののの見方見方見方見方やややや感感感感じじじじ方方方方をををを深深深深

めるこめるこめるこめることができるとができるとができるとができる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学   年  第１学年 

□ 単 元 名  球技「ゴール型 バスケットボール」 

□ 本時の目標  ① 目指す内容（動きや運動の仕方）の映像と自分たちの実態を比較させ， 

          解決すべき課題を見付け，課題に応じた練習方法を選ぶことができる。 

         ② チームの課題の解決に向けて，自らの考えを述べるなど，積極的に話 

          合いや練習に参加できる。 

□ 学習の流れ（５時間目／全 10 時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

 

１ 本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

３ 練習方法を考える。 

 

 

 

 

 

４ 課題練習をする。 

 

 

 

 

５ 本時の活動を振り返る。 

 

 

 

 

 

○ 模範となる映像と自分やチームの実態との違いから

課題を見付けさせ，その内容をワークシートに書き出さ

せる。 

 ・ボール操作やボールを持たない時の動きに注目させ 

  る。 

 

 

○ 見付けた違いから導き出される課題を発表させる。 

 ・ボール操作の精度を高める。 

 ・視野を確保する。 

 ・空いたスペースを利用する。 

 ・コミュニケーションをとる。 など 

 

 

○ 効果的だと予想される練習方法を話し合わせる。 

 ＊ 施設や用具等を有効に活用するよう指導する。 

 ・デフェンスを少なくしたパスゲームをする。 

 ・パターン化した作戦を繰り返し練習する。 

 ・ゴールを複数にしたタスクゲームをする。 など 

 

○ 話し合った練習方法を試行しながら，効果的な練習 

 方法へと修正させる。 

 ・安全に留意させる。 

 

 

○ 効果的だと考える練習方法を 

 ワークシートにまとめさせる。 

 ・各チームで発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題を見付け，課

題に応じた練習方

法を選んでいる。 

〔思考・判断〕 

（ﾜｰｸｼｰﾄ・発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自らの考えを述べ

るなど積極的に話

合いや練習に参加

しようとしてい

る。 

〔関心・意欲・態度〕 

（行動観察・発言〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

○ 新学習指導要領解説には，「球技の学習に積極的に取り組み，フェアにプレイすること，分担した役割を

果たすことや，話合話合話合話合いにいにいにいに参加参加参加参加することなどにすることなどにすることなどにすることなどに意欲意欲意欲意欲をもちをもちをもちをもち，自己の健康や安全に気を配るとともに，技術の

名称や行い方などを理解し，課題に応じた運動の取り組み方を工夫できるようにすることが大切である。」

と示されています。 

○ 本事例では，筋道を立てて練習や作戦を考え，改善の方法などを互互互互いにいにいにいに話話話話しししし合合合合うううう活動活動活動活動などを通して論理

的思考力をはぐくむことを目指しています。 

 

 

 

■ 映像との「比較・分析」から課題を見付 

け，その解決について互いの考えを伝え 

合うことで，自らの考えや集団の考えを 

整理・発展させます。 

 

 

 

※※※※ 課題解決のための思考と試行の反復が，技能 

 の定着・向上や学習活動の促進につながります。 

 

 

■ 個人の考えを整理したり深めたりする上で，ワークシートが 

 大きな役割を果たします。また，次の時間につなげるためには， 

 自分やチームで考えたことを書き残しておくことも大切です。 

※※※※ ワークシートへ詳細に記述させることが「言語活動の充実」では

ありません。ポイントを絞った話合いができるような項目にした

り，図で表させたりするなどのワークシートの工夫が大切です。 

 

 

 

● 毎時間この授業展開を行うわけではありません。各領域及び内容の 

 ねらいを達成するためには，基本的な技能の「習得」に時間を要する 

 ことも考えられます。生徒の実態及び各領域の特性を踏まえた単元計 

 画を立て，最も効果的な時間に実施することが大切です。 

● 生徒は，この手法「比較分析」を身に付け，自然に使うようになります。このことでドリル的な学習

であっても，アドバイスの時間を取り入れることで，思考力等が深まることが期待されます。 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

中学校中学校中学校中学校                            のののの事例事例事例事例    

 

○ 自分やチームの学習課題を見付けることができる。 

○ 自分やチームの学習課題に応じた練習方法を工夫することが

できる。 

「観る」ポイントを提示して，映像と比較・分析させる    

新学習指導要領では 

互互互互いにいにいにいに話話話話しししし合合合合うううう活動活動活動活動をををを通通通通してしてしてして論理的思考論理的思考論理的思考論理的思考力力力力をををを育成育成育成育成    

個人思考 

言葉や図によって考えを整理させる    

チーム課題を解決する練習方法を考えよう。 

集団思考 1 

集団思考 2 

試  行 

ま と め 

！！！！映像を「見る」から「観る」へと

変えます。そのため，「観る」ポイン

トを明確に示しましょう。 

！！！！ 体育の授業では，他教科と比べ自然発生的な言語活動が展開されます。授業が盛り上がれば盛り

上がるほど，生徒は無意識にたくさんの言葉を発しています。この言葉の質を高めることがコミュ

ニケーション能力の育成や生徒間の肯定的な人間関係を構築します。 

 

 

！！！！ 指導内容の精選を図ったり，話合いのテーマを明確にするなど

して，体を動かす機会を適切に確保することが大切です。 

 話合いの時間を長く取るこ

とが「言語活動の充実」で

はありません。 

１年（ ）組（ ）番　名前（　　　　）

１　目指す内容(動きや運動の仕方)と現状の違い

２　目指す内容に近づくための課題

３　目指す内容に近づくための練習内容・方法

バスケットボールワークシート

 生徒の実態や各領域の特性を踏まえた単元計画 

実　態

現　状

模範の

内　容

比 較

分析・評価・計画・構想など

目指す内容に近づくため

には何が必要か？

話合い，伝え合い

整理・発展・明確化　など

何がどのように違うのか？

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力    

のののの育成育成育成育成 

言
語

活
動

の
充

実
 

言
語

活
動

の
充

実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第３学年 

□ 題材名 わたしのものづくり 

□ 本時の目標  使用目的や使用条件に即して，自分の製作品に必要な機能と構造を工夫することができる。 

□ 学習の流れ（３時間目／全 12時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 前時の振り返り 

○ 各自が自分の構想について

確認する。 

 

 

 

２ 本時の学習内容 

○ 本時の目標を知る。 

 

○ 機能と構造を検討する際の

視点を再度確認する。 

 

 

 

 

 

 

３ 機能・構造の検討 

○ 製作図を用いて，グループ

ごとに意見交流を行い，現時

点での各自の構想の問題点

を明確にし，改善の方向を決

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時のまとめと次時の予告 

○ 本時の目標を振り返る。 

 

 

○ 家庭学習の視点と次時の

予告を聞く。 

 

 

 

 

・ ワークシート（右図「ワークシートの工夫（例）」）

と製作図を用意させ，自分の構想を確認させる。 

※ ワークシートの左側半分と製作図は，前時までに作成

（作製）させておく。 

 

 

 

 

<機能の検討> 

・ 使用目的や使用条件を満足する形状，寸法，使いや

すさなど 

<構造の検討> 

・ 製作品の形状，材料や加工法との関連付け，使用時

に加わる荷重を考えた材料の使い方，組合せ方や接合

の仕方など 

 

 

・ 各グループで検討する際，話し合いのルールを確認

し，教具を支援的に利用させる。 

＜ワークシートの活用＞ 

・ 使用目的や使用条件を明確にさせながら，各自の構

想におけるアイディアをグループ内で順番に発表さ

せる。（①） 

・ グループ内での発表を聞いて，友達の発表と比較し

たり，評価してもらったりしながら，参考意見につい

てメモを取らせる。（②） 

・ 意見交流の中で明らかになった自分の構想の問題点

を明確にし，改善の方向を決定させる。（③） 

 

 

・ 製作品に必要な機能と構造について，自分の考えが

整理できたかを確認する。 

 

・ 製作品のイメージが，使用目的や使用条件を満足し

ているか確認してくるように伝える。 

・ 次時は，本時の検討を基に，製作図を修正すること

を伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・製作品の使用目的

や使用条件を明確

にし，社会的，環

境的及び経済的側

面などから材料，

使いやすさ及び丈

夫さなどを比較・

検討した上で，製

作品やその構成部

品の適切な形状と

寸法などを決定し

ている。 

〔生活を工夫し創

造する能力〕 

（ワークシートの

記述，行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 製作図は，等角図，キャビネット図，第三角法で表示することが考えられます。 

（作業時間の関係で，構想を検討する場合はアイディアスケッチを活用することも考えられます。） 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

中学校中学校中学校中学校                                    のののの事例事例事例事例    

 

 

○○○○    機能機能機能機能とととと構造構造構造構造についてについてについてについて，，，，様様様様々々々々なななな制約条件制約条件制約条件制約条件のののの中中中中でででで，，，，よりよいよりよいよりよいよりよいアイディアイディアイディアイディ

アアアア（（（（最適解最適解最適解最適解））））をををを生生生生みみみみ出出出出すことがすことがすことがすことができるできるできるできる。。。。 

 

    

    

○ 技術分野の指導については，生活生活生活生活におけるにおけるにおけるにおける課題課題課題課題をををを解決解決解決解決するためにするためにするためにするために言葉言葉言葉言葉やややや図表図表図表図表，，，，概念概念概念概念    

などをなどをなどをなどを用用用用いていていていて考考考考えたりえたりえたりえたり，，，，説明説明説明説明したりするしたりするしたりするしたりするなどの学習活動を充実する必要があります。 

○ 本事例では，自分の考えを整理し，実際の製作を行う前に課題を明らかにするとともに，よりよいよりよいよりよいよりよいアイアイアイアイ

ディアディアディアディアをををを生生生生みみみみ出出出出せるようせるようせるようせるよう，製作図製作図製作図製作図をををを適切適切適切適切にににに用用用用いていていていて，，，，構想構想構想構想をををを検討検討検討検討させ，目的目的目的目的やややや条件条件条件条件にににに応応応応じてじてじてじて，，，，機能機能機能機能とととと構造構造構造構造をををを

工夫工夫工夫工夫するするするする能力能力能力能力をををを育成育成育成育成するするするする活動活動活動活動を位置付けています。 

構想構想構想構想のののの検討検討検討検討をををを深深深深めめめめるためにるためにるためにるために，，，，ワークシートワークシートワークシートワークシート，，，，学習形態学習形態学習形態学習形態，，，，教具教具教具教具をををを工夫工夫工夫工夫するするするする    

新学習指導要領では 

言葉言葉言葉言葉やややや図表図表図表図表，，，，概念概念概念概念などをなどをなどをなどを用用用用いていていていて考考考考えたりえたりえたりえたり，，，，説明説明説明説明したりするしたりするしたりするしたりする活動活動活動活動をををを重視重視重視重視    

製作品に必要な機能と構造について，グループ内で

検討し，よりよいアイディアを生み出そう。 

使用目的や使用条件に即して，製作品に必要な機能

と構造について，よりよいアイディアを生み出すため

に十分な検討を行っていますか？ 

・教師の簡単なアドバイスのみで終わっている。 

・キットにある製作図をそのまま使用している。 

 

○ ３～４人の小グループで，一人一人が製作図を用い

て，アイディアを発表させる場を設けましょう。 

○ 結論を出すのではなく，多様な考えを交流させる話し

合いであることを明確にしましょう。 

○ 既習の言葉や概念を使って表現させましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 意見交流後，自らの製作品に適したものを，各自に決

定させましょう。 

 

※ 活動は，生徒まかせにするのではなく， 

教師が適切に働きかけをすることが大切 

です。 

学習形態の工夫（例） 

私のつくりたいものは，

○○です。まずこの部分を

見てください。ここは・・・ 

ぼくは，○○の部分は○○した方が丈夫な構造に

なると思います。なぜなら木材には木目があるの

で・・・。皆さんはどう思いますか？ 

 

○ 製作図をディジタル化し 

パソコン画面上に表示すれ 

ば，ペン機能を使って発表 

や検討ができます。 

○ 製作図をラミネート加工 

すれば，水性ペンを使って 

発表や検討ができます。 

教具の工夫（例） 

 

ワークシートの工夫（例） ものづくりシート◆使用目的・使用条件（こんなものがつくりたい）◆製品名 ３年（ ）組（ ）番 （ ）◆意見交流メモ
現時点での問題点の整理改善点

①いつ②どこで③だれが④何を⑤どうするために⑥なぜ
構造機能
◆社会的・環境的・経済的側面などへの配慮◆機能・構造の工夫
◆使用材料

ものづくりシート◆使用目的・使用条件（こんなものがつくりたい）◆製品名 ３年（ ）組（ ）番 （ ）◆意見交流メモ
現時点での問題点の整理改善点

①いつ②どこで③だれが④何を⑤どうするために⑥なぜ
構造機能
◆社会的・環境的・経済的側面などへの配慮◆機能・構造の工夫
◆使用材料 ②参考意見 

のメモ 

③改善の方向 

の決定 

①アイディア 

の発表 

※ 持続可能な社会の構築のための視点と

して，社会的，環境的，経済的側面からも

検討することが大切です。 

＜社会的側面＞ 

この材料を使用することが社会にどのよ

うな影響を与えるのかなど 

＜環境的側面＞ 

 使用場面だけでなく破棄する場合も含め

た環境に対する負荷はどうかなど 

＜経済的側面＞ 

 使用材料や製作品の大きさが作業時間や

価格等の制約条件を満たしているかなど 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断判断判断判断力力力力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「言語活動の充実」に関する指導資料 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 学年  第２学年 

□ 題材名 これからの食生活    

□ 本時の目標 自分の食事内容をよりよくするために，自分なりに改善した献立を再検討し，さらに工夫し

て改善を加えることができる。 

□ 学習の流れ（３時間目／全４時間） 

学習活動 指導上の留意事項 
評価規準〔観点〕

（評価方法） 

１ 前時までの学習を振り返
る。 
 ○ ワークシートの記入内容
を確認する。 
 
２ 本時の内容を確認する。 
 

３ 班内で自分なりに改善した

献立を説明し合う。 

○ 説明のポイントをワーク

シートで確認する。 

 

 

 

 

４ 互いの献立を評価する。 

 ○ 評価する観点を確認す

る。 

 ○ ワークシート（改善した

献立）を見たり，説明を聞

いたりして，評価やアドバ

イスを相互評価用紙に記入

し，説明する。 

 

５ 改善した献立の見直しをす

る。 

 ○ 相互評価用紙を参考に見

直しを行う。 

 

６ 本時のまとめと次時の確認

をする。 

・「自分の食事調べ」から課題（問題点）の発見，改善方

法，改善した献立，家族から聞いてきた意見などがワ

ークシートで整理できているか確認させる。 

 

  

 

 

・改善の根拠を明らかにして，順序立てて相手に伝える 

ことを指示する。ワークシートや自分の調べた資料を 

使い説明させる。 
◆「自分の食事調べ」から気付いた問題点 

 

◆献立作成に向けての目標設定 

 

◆課題（問題点）解決のための改善点（家族の意見も含めて） 

 

・相互評価用紙に記入することを確認する。発表により 

これまでの既習事項を含め，献立に必要な観点を確認

する。観点に添って話合いをさせる。 
【観点】 

・中学生の１日に必要な食品群別摂取量のめやすを満たす計画に 

になっているか。 

 ・栄養のバランスを考えた食品の組み合わせを工夫しているか。 

 ・主食，主菜，副菜，主食の組み合わせになっているか。 

 ・旬の食材や地域の食材を取り入れているか。 

 ・その他〔家族の好み，色取り など〕 

 

・他の生徒からの相互評価や意見メモを整理・検討し， 

家庭で実践できるように変更や付け加えなどを行わ 

せる。 

・本時の目標が達成できているか評価させる。 

・家庭実践の手順（家族に相談→実践→評価・反省→ 

次の課題）を確認し，次時に実践報告会を行うことを 

伝える。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分なりに改善

した献立を説明

し，相互評価に

より実践に向け

ての献立の再検

討し，さらに工

夫して改善する

ことができる。

〔生活を工夫し

創造する能力〕

（ワークシー

ト，相互評価表）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【グループにおける話合いの例】 
 司会：話合いの目的は，「自分なりに考えた献立をみんなで意見を出し合い再検討し，よりよい献立にするこ 
とです。それでは，一つ目の観点である 1日に必要な食品群別摂取量は達成されているかどうかについ 
て確認します。みなさん達成されていますか？それでは，二つ目の観点である栄養のバランスについて 
検討していきたいと思います。まず，○○さんの献立についてどうですか？ 

 Ｂ  ：○さんの献立は，無機質の中でも鉄分は十分ですが，カルシウムが不足しているのではないかと思いま
す。大根のすりおろしなどにしらす干しを入れたり，昼食に牛乳を 1本入れたりするとよくなると思い
ます。 

■ 生徒に，話合いの目的「自分なりに考えた献立を再検討し，よりよく改善すること」 
を明確にもたせ，観点ごとに献立の良さを評価したり，アドバイスを伝えたりするよう 

にします。観点は教科のねらいを達成するものであることに留意しましょう。 

 考えや意見を出し合い，思考を深めるための話合いを設定する 

中学校         の事例 

 
 
 
 
○ 各分野の指導において配慮することの一つとして，生活における課題を解決するために言葉や図表，概 
念などを用いて考えたり，説明したりするなどの学習活動を充実することが示されています。 
○ 本時の学習活動３では，解決の根拠を示したワークシートや資料を使い説明します。また，学習活動４
では，新たな情報や知識，献立をさらによくするための示唆を得ることができます。このような指導を
充実させることで，課題に対して様々な角度から考える思考力，考えたことを基に解決を図る判断力，
判断した結果を的確に創造的に表すことのできる表現力がはぐくまれます。 

新学習指導要領では 

言葉や図表などを用いて生活をよりよくする方法を考えたり，説明したりするなどの学習

活動を充実させることを重視 

 

実践に向けて，献立の再検討をしよう。〔相互評価をする。〕 

  

 考えの根拠を整理できるワークシートを作成し，書く活動を取り入れる 

■  自分の献立の何が問題なのか分析させ，どのように検討し，何を根拠として考えたのか書いて整理さ

せます。また，解決する過程で使用した資料は，図表などを用いて分かりやすくまとめさせ，蓄積させ

ておきましょう。 

工夫 
話し合う時に，「献立について話し合いましょう」と
いうだけの指示になり，気付いたことを出し合うだけ
の話合い活動に終わることがあった。 

 

④ 
問題点 

目標 

献立名〔   〕 

改善したこと 

朝 昼 夜 

家族と相談 

 

③ 

食生活ステップアップ作戦
（ ）組（ ）番（      ）

④実践を交流 

しよう 

③友達と一緒に 

考えてみよう 

②よりよい献立 

を考えてみよう 

①自分の食生活

を見直そう！ 

○ 友達の意見を聞いて 
改善すること 

①② 

実践した献立 

朝 昼 夜 

評価・改善

家族から 

友達から 

先生から 

 

新しい発見！ 

本時 

 
生活に 
生かす 

 生活に生かす 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

話合いの「目的」と「観点」を，話
し合う前に生徒に伝えて始める。 

 
○ 食生活の問題点を改善するために献立を工夫することができる。 

思考力，判断力の

育成 

設定した言語活動を通して育てたい力 

指導のポイント 

言
語
活
動
の
充
実



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第３学年 

□ 単元名 Unit 5 Cell Phone – For or Against     

□ 本時の目標  意見文を読んで内容を把握し，それに対する自分の意見を話すことができる。 

□ 学習の流れ（１０・１１時間目／全１１時間） 

  《前時までの学習内容》中学生が携帯電話をもつことについての意見を読み取る 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ あいさつをする。 

２ めあてを確認する。 

 

 

 

 

 

３ 意見文「住むなら田舎か都

会か」を読んで，内容を理解

する。 

 

 

 

  

 

４ 自分の意見（賛成・反対）

とその理由を考える。 

 

５ ペアで意見を交換する。 

（１）意見の交換 

 

（２）アドバイス 

（３）意見の修正 

６ 考えを全体で発表する。 

 

 

 

７ 自分の意見を書く。 

８ 本時の振り返りをする。 

 

・本時では，意見文の内容を理解するだけではなく，

後で意見文に対する自分の意見を発表できるよう

に読むことが目標であることを明確に示す。 

  

 

 

・読むときの視点を与える。 

 ポイント１ 相手の意見（最も伝えたいこと）を読

み取る。 

 ポイント２ その理由（根拠）を読み取る。 

・表やマッピングを使って，相手の意見と理由をメモ

させる。 

・メモは英語で，キーワードで書くように指示する。 

・自分は賛成か反対かを明確にさせる 

・表やマッピングを使って，考えを広げさせる。 

・理由を選び，順序を考え，番号を付けさせる。 

 

・自分の意見を明確に述べ，そのあと理由（根拠）を

述べさせる。 

・複数の理由（根拠）を述べる場合には，順序を考え

て筋道を立てて話させる。 

・アドバイスを活かして，意見を修正させる。 

・聞き手に正しく伝えるための視点を押さえる。 

・発表者の意見がわかりやすいかどうか，論理的であ

るかどうか，アドバイスを述べ合わせる。 

・聞き手としての視点も示す。 

・読み手を意識した書くことの視点を押さえる。 

・めあてについて，振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

・書き手の意見を

批判的に読むこ

とができる。〔外

国語理解の能

力〕（ワークシー

ト） 

 

 

 

 

 

 

・自分の意見を理

由を付けて論理

的に話すことが

できる。〔外国語

表現の能力〕（活

動の観察，ワー

クシート，振り

返りカードの記

述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

■ 「読むときの視点」や「メモの取り方」等を明示し，書き手の意見とその理由が明確になるような読

ませ方をさせましょう。書き手が伝えたいことを論理的に理解することができるようになります。 

    

    

 

 

 

 

 

■ 書き手の意見を整理するのに活用したものと同じ表や 

マッピング等を活用することによって，相手の意見とそ 

の理由と比較対照しながら，自分の意見とその理由を明 

確にさせましょう。そうすることによって，学習場面５， 

６において，自分の意見を明確に表現することができる 

ようになります。 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

中学校中学校中学校中学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

 

○ 今回の改訂では，読むことの指導において，話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否や

その理由を示したりなどすることができるよう，書かれた内容や考え方などをとらえながら読む言語活動が

新たに示されました。これは，「読むこと」の活動であっても，単に知識等を得ることにとどまるのではな

く，「読読読読むことむことむことむこと」」」」をををを通通通通してしてしてして得得得得たたたた知識等知識等知識等知識等についてについてについてについて，，，，自自自自らのらのらのらの体験体験体験体験やややや考考考考えなどにえなどにえなどにえなどに照照照照らしてらしてらしてらして「「「「話話話話すことすことすことすこと」」」」やややや「「「「書書書書くこくこくこくこ

とととと」」」」とととと結結結結びつけることびつけることびつけることびつけることがががが大切大切大切大切であであであであるるるることを示しています。 

○ 本事例では，「「「「書書書書きききき手手手手のののの意見意見意見意見とそのとそのとそのとその理由理由理由理由をとらえながらをとらえながらをとらえながらをとらえながら読読読読むむむむ言語活動言語活動言語活動言語活動」」」」を位置付けています。話話話話すすすす活動活動活動活動とととと

結結結結びびびび付付付付けたけたけたけた読読読読むむむむ活動活動活動活動をををを設定設定設定設定しししし，その読む活動において，書書書書きききき手手手手のののの意見意見意見意見をををを整理整理整理整理するためにするためにするためにするために表表表表ややややマッピングマッピングマッピングマッピングなななな

どをどをどをどを活用活用活用活用させることさせることさせることさせることによって，書き手の意見を適切に理解することができるようになります。 

■ 意見文を読むときに，後でこの意見文に対する自分の意見を表現することを意識させて読ませましょ

う。このことによって，読み手として主体的に考えながら内容を理解することができるようになります。 

  

    

 

    読読読読んだんだんだんだ後後後後にににに自分自分自分自分のののの意見意見意見意見をををを表現表現表現表現するするするすることをことをことをことを意識意識意識意識させてさせてさせてさせて，，，，意見文意見文意見文意見文をををを読読読読ませるませるませるませる    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

書書書書きききき手手手手のののの意見意見意見意見などになどになどになどに対対対対してしてしてして，，，，賛否賛否賛否賛否やそのやそのやそのやその理由理由理由理由をををを示示示示すすすすなどすることができるようなどすることができるようなどすることができるようなどすることができるよう，，，，考考考考ええええ方方方方などなどなどなど

をとらえながらをとらえながらをとらえながらをとらえながら読読読読むむむむ言語言語言語言語活動活動活動活動をををを重視重視重視重視    

１ 意見文を読んでその内容を理解しよう。 

２ 書き手の意見に対して，自分の考え（賛否とその理由）を発表しよう。 

    自分自分自分自分のののの意見意見意見意見をををを整理整理整理整理させるためにさせるためにさせるためにさせるために表表表表やややや    

マッピングマッピングマッピングマッピングをををを活用活用活用活用させるさせるさせるさせる 

相手の意見 理由 

 

countryside 

1 mountains  

2 clean air 

3 kind people 

 

内容理解を目的に読ませる 意見文に対する自分の意見を表現すること意識させて読ませる 工夫 

    「「「「読読読読むときのむときのむときのむときの視点視点視点視点」」」」やややや「「「「メモメモメモメモのののの取取取取りりりり方方方方」」」」をををを明明明明示示示示しししし，，，，内容内容内容内容をををを把握把握把握把握させるさせるさせるさせる    

１ 相手の意見（最も伝えたいこと） 

２ その理由（根拠） 

読むときの視点 

１ キーワードを英語でメモする。 

２ 表やマッピング等を活用する。 

メモの取り方 

自分の意見 理由 

 

 city 

1 easy to move 

2 many places to play 

3 many hospitals 

  

    

○○○○    書書書書きききき手手手手のののの意見意見意見意見にににに対対対対してしてしてして賛否賛否賛否賛否とそのとそのとそのとその理由理由理由理由をををを示示示示すことができるよすことができるよすことができるよすことができるよ

うううう，，，，書書書書きききき手手手手のののの考考考考ええええ方方方方をとらえながらをとらえながらをとらえながらをとらえながら読読読読むむむむことができることができることができることができる。。。。    

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

□ 学 年  第２学年       

□ 主 題 名  家族愛（内容項目 4－(6)） 

□ 本時のねらい  一冊のノートを見て，だまって祖母と並んで草をとる「ぼく」の心について考え，家族のかけ

がえなさに気づき，その一員としてかかわり合っていこうとする道徳的実践意欲を育てる。 

□ 資 料 名  「一冊のノート」（文部省 道徳教育推進指導資料 4 平成 5年） 

□ 学習の流れ 

学習活動 指導上の留意事項 
評価の観点 

（評価方法） 

１ 「一枚の写真」から想

起する。 

２ 祖母に対する「ぼく」

の思いをとらえる。 

［発問と生徒の反応例］ 

 

 

 

３ 外で祖母を見かけた

「ぼく」の思いを，自分

自身と向き合いながら

考える。 

 
 
 
 
 
４ 一冊のノートを読ん

だ「ぼく」の心の動きを

考え，深める。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 「一枚の写真」を見

ながら教師の説話を聴

き，学習をまとめる。 

・指導者の家族写真を提示し，多様な感じ方や考え方を引き出しや 

すい雰囲気をつくる。 

 

・祖母に対して冷たく接し，自己中心的な考えでいる「ぼく」を共

感的にとらえさせる。 

 
 
 
・「ぼく」の心の揺れについてワークシートで考えをまとめさせ，

自分の考えの根拠を明らかにさせる。 

・ネームーカードを活用し，板書で整理することで，自他の考えを

比較しやすくする。 

 

 

 

 

 

・家族を心から愛する祖母の思いを感じ取った「ぼく」についてじ

っくり考えさせる。 

・話合いの中で，自分や他の生徒の様々な考えに触れ，更に深めさ

せることで，ねらいとする道徳的価値を自分自身のこととしてと

らえさせる。 

 

 

 

 

 

・導入で活用した写真を提示し，指導者が家族への思いを語る。 
・自分の家族とのつながりについて振り返らせながら，学びを

まとめさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「ぼく」の思い

を自分自身と

向き合いなが

ら考えること

ができる。〔自

分自身のもの

の見方や考え

方等の表現〕

（ワークシー

ト） 
 
・一冊のノートを

読んだ「ぼく」

の心の動きを

考え，自分の考

えを基に話合

い，それを通し

て考えを深め

ることできる。

〔自己や他者

との対話によ

る思考・判断〕

（ワークシー

ト，行動観察，

発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校中学校中学校中学校                            のののの事例事例事例事例    

 

    

○ 道徳の時間のねらいは，道徳的価値及びそれに基づいた人間としての生き方についての自覚 

を深め，道徳的実践力を育成することです。今回の改訂では，そのねらいに迫るために，個々の生徒や学級

の実態に応じて，自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを基基基基にににに書書書書いたりいたりいたりいたり討論討論討論討論したりするなどしたりするなどしたりするなどしたりするなど表現表現表現表現するするするする機会機会機会機会をををを充実充実充実充実し，自分とは異なる

考えに接する中で，自分の考えを深め，自らの成長を実感できるよう工夫することが求められています。  

○ 本事例では，ワークシートを活用した書く活動を通して，生徒の考えを確かめさせたり，まとめさせたり

することにより，ねらいとする道徳的価値を自分自分自分自分ののののこととしてとらえこととしてとらえこととしてとらえこととしてとらえ，，，，振振振振りりりり返返返返らせらせらせらせます。また，生徒の思考

を深める手掛りとなる板書の工夫や自分の考えを深めさせる話合いの機会を設定することにより，自分自身自分自身自分自身自分自身

のののの価値観価値観価値観価値観をををを確認確認確認確認したりしたりしたりしたり，，，，自自自自らのらのらのらの価値観価値観価値観価値観をををを見見見見つめつめつめつめ，，，，見直見直見直見直すすすすことができます。 

■  板書は，生徒の思考を深める重要な手掛かりとなります。思考の

流れや順序を示すだけでなく，生徒の思考の違いや多様さを対比的対比的対比的対比的，，，，

構造的構造的構造的構造的にににに示示示示すすすす工夫工夫工夫工夫をしましょう。 

■ 学習活動３の板書では，ネームカードを活用して，生徒に個人の

意見意見意見意見とそのとそのとそのとその根拠根拠根拠根拠をををを明確明確明確明確にさせ，お互いの意見を共有化させています。

視覚的に分かりやすく整理したり，キーワードを生かしたりするな

ど板書を生かす工夫をしましょう。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを基基基基にににに表現表現表現表現するするするする機会機会機会機会をををを充実充実充実充実させさせさせさせ，，，，考考考考えをえをえをえを深深深深めるめるめるめる指導指導指導指導のののの工夫工夫工夫工夫をををを重視重視重視重視    

■  話合いは，話すことと聞くことが並行して行われます。二人一組の 

対話や小集団による話合いなどで，生徒が主体的主体的主体的主体的にににに考考考考ええええ，そそそそのののの考考考考えをえをえをえを    

深深深深められるめられるめられるめられるような場面を設定しましょう。 

■ 学習活動４では，グループで一冊のノートを読んだ「ぼく」の心の 

動きについて，自分と他の生徒の意見は，どこが同じでどこが違うの 

かなどの視点を基に話し合わせ，生徒の考えを深めさせます。資料中に描かれている登場人物の生

き方や他の生徒の意見を手掛かりに，ねらいとするねらいとするねらいとするねらいとする道徳的価値道徳的価値道徳的価値道徳的価値にににに気付気付気付気付きききき，，，，深深深深くくくく感感感感じたりじたりじたりじたり考考考考えたりでえたりでえたりでえたりで

きるようなきるようなきるようなきるような話合話合話合話合いのいのいのいの機会機会機会機会をををを充実充実充実充実させましょう。 

○「『ぼく』は，外でおばあちゃんを見かけて『知らん顔』をして通り過ぎたとき，どんな

思いだっただろう。」 

・恥ずかしくて，自分のおばあちゃんだなんて言えない。 

・なんか自分が友だちから笑われてるみたいで，嫌だな。帰ったら，変な格好で出歩かないよう言ってやろう。 

○「問題集をなくされた『ぼく』はおばあちゃんに対してどんな思いを抱いただろう。」 

・もういい加減にしてほしい。  ・どうせ忘れるのだから，余計なことはしないでほしい。 

◎「だまって祖母と並んで草をとる『ぼく』は，心の中でどんなことを考えていただろう。」 

・今までひどいことをしてしまって，ごめんなさい。 ・これからも長生きしてね。 

・赤ちゃんのころからおばあちゃんはかわいがってくれていたんだね，ありがとう。 

・もうあんなひどいこと言わないからね。      ・今度は，ぼくがおばあちゃんを支えていくからね。 

 

 

〔実際の話合い〕 

〔実際の板書〕 

意
見

の
共

有
 

    生徒生徒生徒生徒のののの思考思考思考思考をををを深深深深めるめるめるめる手掛手掛手掛手掛りとなるりとなるりとなるりとなる板書板書板書板書をををを生生生生かすかすかすかす工夫工夫工夫工夫をするをするをするをする    

■  ワークシートなどに書書書書くくくく活動活動活動活動をををを通通通通してしてしてして，自分自身のものの見方，考 

え方，感じ方などを確かめたり，まとめたり，記録に留めたりするこ 

とができます。また，それらをもとに今までの自分を振り返ることが 

できます。 

■ 学習活動３では，「ぼく」の心の揺れについて，自分自身と向き合 

わせ，自分の考考考考えのえのえのえの根拠根拠根拠根拠をををを確確確確かめかめかめかめさせます。学習活動４では，ねらい 

とする道徳的価値に迫るため「ぼく」の心の動きに着目し，考考考考えをまえをまえをまえをま    

とめとめとめとめ，，，，今今今今までのまでのまでのまでの自分自分自分自分をををを振振振振りりりり返返返返らせらせらせらせます。 

    自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを書書書書いたりいたりいたりいたり，，，，まとめたりするまとめたりするまとめたりするまとめたりするワークシートワークシートワークシートワークシートをををを活用活用活用活用するするするする    

    自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深めさせるめさせるめさせるめさせるためのためのためのための話合話合話合話合いのいのいのいの機会機会機会機会をををを充実充実充実充実するするするする    

学習活動３ 

学習活動４ 

    

    

○○○○    登場人物登場人物登場人物登場人物のののの心心心心のののの動動動動きにきにきにきに着目着目着目着目してしてしてして，，，，自分自分自分自分のののの意見意見意見意見やややや考考考考えのえのえのえの根拠根拠根拠根拠をををを明明明明

確確確確にしにしにしにし，，，，ねらいとするねらいとするねらいとするねらいとする道徳的価値道徳的価値道徳的価値道徳的価値にににに気付気付気付気付きききき，，，，深深深深くくくく感感感感じたりじたりじたりじたり考考考考えたえたえたえた

りすることがりすることがりすることがりすることができるできるできるできる。。。。        

思考力思考力思考力思考力，，，，判断力判断力判断力判断力，，，，

表現力表現力表現力表現力のののの育成育成育成育成    

設定した言語活動を通して育てたい力 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 学   年  第３学年 

□ 単 元 名  「地域の課題を見付けて探究しよう」     

□ 単元の目標  地域の「ひと・もの・こと」についての探究的な学習を通して，地域社会のすばらしさや問題点，

自分とのかかわりなどを学び，探究の過程や課題設定に応じた解決方法を協同的に身に付け，地域の

豊かな社会の創造を目指し解決しようとしたり，自分自身の将来のことを考えたりする。 

□ 単元の計画 （全３５時間） 

学習活動 学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の学習課題をとらえる。

    
    

    

２ グループごとに，情報を関

係付けて仮説を立てる。    
    
 

     
    
 

３ 仮説を紹介し合う。    
 

    
４ 仮説を見直す。    
 

５ 振り返りをする。 

 
 
 
 

 

・情報を整理したものを基に，各自が考えたこ

とを出し合い，模造紙に記入させる。 
・考えたことを基に，仮説「○○すれば，■■

になるであろう。」という内容に整理させる。 

 

 

・仮説を設定した理由を述べさせる。 

・仮説と設定の理由のつながりに着目させて，

他のグループの仮説を評価させる。 
 
 
・「これまで収集した情報を関係付けて仮説を立

てることができたか」について振り返りをさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 研究テーマについての地域の課

題に関する様々な情報を関係付

けて考え，仮説を立てている。〔学

習方法〕 

（発表内容，行動観察，振り返り

の記述内容） 

 

 

中学校中学校中学校中学校                                            のののの事例事例事例事例    

研究研究研究研究テーマテーマテーマテーマをををを決決決決めようめようめようめよう（（（（５５５５））））    １課題の設定 

的確的確的確的確なななな情報情報情報情報をををを集集集集めようめようめようめよう（（（（７７７７））））    

２情報の収集 

情報情報情報情報をををを基基基基にににに仮説仮説仮説仮説をををを立立立立てててて検証検証検証検証しようしようしようしよう（（（（９９９９））））    ３整理・分析 

自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを発表発表発表発表しようしようしようしよう（（（（５５５５））））    
４まとめ・表現，１課題の設定 

・ウェビング，グループでの協議，教師との対話を

通じて，グループごとに研究テーマを設定する。 

 例：「ポイ捨てを減らす第一歩」，「福祉って何だろう」，「我

がふるさとの文化を伝承する」等 
・学習計画を立てる。 

・研究テーマを踏まえて情報を収集する。 

 例：ポイ捨ての現状と原因について現地調査とアンケート調

査を行う。 

・情報を関係付けて仮説を立てる。 

例：「ポイ捨ての多い場所をきれいに掃除して，ごみ箱も置けば，ポイ

捨てはなくなるだろう。」 

・地域全体の課題として取り組むために，情報を収

集・整理し計画を立て，実践する。 

例：地域全体のポイ捨てを減らす計画を立て実践する。 

・実践後に取組内容を振り返る。 

地域全体地域全体地域全体地域全体にににに取組取組取組取組をををを広広広広げようげようげようげよう（（（（７７７７））））    ２情報の収集，３整理・分析 

自分自分自分自分のののの考考考考えをまとめようえをまとめようえをまとめようえをまとめよう（（（（２２２２））））    
４ まとめ・表現 

・これまでの取組を基に「市への提言書」としてまと

める。 

・学習活動全体を振り返り，自分の将来の生き方や自

分と地域とのかかわりについて考えまとめる。 

 

    

○ 今回の改訂では，問題の解決や探究的な活動の過程において，他者他者他者他者とととと協同協同協同協同してしてしてして問題問題問題問題をををを解決解決解決解決しようとするしようとするしようとするしようとする学学学学

習活動習活動習活動習活動や言語言語言語言語によりによりによりにより整理整理整理整理したりしたりしたりしたり分析分析分析分析ししししたりしてたりしてたりしてたりして考考考考ええええ，，，，それをそれをそれをそれをまとめまとめまとめまとめたりたりたりたり表現表現表現表現したりしてしたりしてしたりしてしたりして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深めるめるめるめる

学習活動学習活動学習活動学習活動を重視しています。 
  

○ 本事例は，研究テーマに沿って収集した情報を整理・分析して考えたことを材料に，協同で仮説を導き出

していく活動です。これにより，論理的論理的論理的論理的にににに考考考考えたりえたりえたりえたり，，，，表現表現表現表現したりしたりしたりしたりする力が身に付きます。 

今後，生徒は，自分たちが導き出した仮説を検証するために，主体的主体的主体的主体的にににに学習活動に取り組んでいきます。 

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

言語言語言語言語によりによりによりにより整理整理整理整理したりしたりしたりしたり分析分析分析分析したりしてしたりしてしたりしてしたりして考考考考ええええ，，，，それをまとめたりそれをまとめたりそれをまとめたりそれをまとめたり表現表現表現表現したりしてしたりしてしたりしてしたりして自分自分自分自分のののの考考考考えをえをえをえを深深深深

めるめるめるめる学習活動学習活動学習活動学習活動をををを重視重視重視重視    

本時 

これまで収集した情報を関係付けて考え，仮説を導き出そう。 

 

    

 

 

 

■ 収集し整理した情報を，各自が関係付けて 

考えるようにさせましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■    模造紙等に各自が考えたことを書かせ，グ 

ループ全員が各自の考えを見えるようにさせ 

ましょう。 

■■■■    出された考えの中で，問題解決の手立てに 

なる内容に線を引かせ，それらを基に仮説を 

立てさせましょう。仮説の立て方について， 

教科の既習内容を関連させましょう。 

 

 

 

 

 

これまでに収集した情報（調査１「現場の状況調査」，調査２「アンケート調査」）を基に，本時で考

えを明らかにするために，前時では，情報を整理しておく必要があります。教師は，教科の既習内容との

関連を図りながら，様々な整理・分析の方法を確認して，収集した情報に適した方法を選ばせ，情報を整

理させます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

・実践し，検証する。 

例：清掃活動等を行い，２週間ごみの廃棄状況を調査する。 

 

・仮説の検証結果をまとめ，報告する。 

・自己評価や相互評価により，問題点を基に改善策

を考えたり今後の取組を明らかにしたりする。 

例：清掃活動は効果があったが，ポイ捨ての意識はどのように

変えていくのか。 

    

・情報を整理する。例：分布図や円グラフの活用。 

□ 本時の目標  情報を関係付けて考え，仮説を立てるができる。 

□ 学習の流れ 

 

 

各自で，調査１と調査２から明らかにな

ったことを関係付けて考える。 

「調査１の□□と調査２の△△から，・・・

ということを考えた。」 

○○（問題解決の手立て）すれば， 

■■（問題解決後の姿）になるであろう。 

 

仮説 

○班 研究テーマ「「「「ポイポイポイポイ捨捨捨捨てててて減減減減らすらすらすらす第一歩第一歩第一歩第一歩」」」」    

「人は，どういう場所にどういう気持ちでごみを捨てるのか」 

 

【調査から考えたこと】 

  調査１のいつもごみが捨てられている「川のそば」 

と調査２の「みんな捨てているのでこれくらいはよ 

い」から，人は，すでに汚い所では，自分も捨てて 

よいという気持ちになるのではないかと思う。 

  調査１の「ごみ箱はない」と調査２の「捨てる場所 

 がない」「持って帰りたくない」から，人は，ごみ箱 

などの捨てる場所が近くにない場合，ごみを持って 

帰るのが面倒になり，ポイ捨てをするのではないか。  

      

・・・・・・・・・・・ 

  

 

 

【○班の仮説】 

ポイ捨ての多い場所をきれいに掃除して，ごみ箱も置けば， 

この場所でのポイ捨てはなくなるだろう。  

班員Ａ 

班員Ｂ 

班員Ｃ 

班員Ｄ 

＜グループ活動での模造紙の内容例＞ 

質問：「はい」の人は，なぜポイ捨てをしたのです

か？ 

回答：①みんな捨てているのでこれくらいはよい

と思った  50％ 

②捨てる場所が近くになかった   30％ 

③家まで持って帰りたくなかった  20％ 

 

ごみの廃棄状況 

 大型ごみなど

の不法投棄 

ポイ捨て 

種

類 

家電・家具・

家庭ごみなど 

ペットボトル・

カン・菓子袋な

ど 

場

所 

・車を駐車でき

るところ 

・すぐに道の脇

に投げ落と

せるところ 

 

・道の側の草む

ら 

・川のそば 

（いつも捨てて

ある） 

・ごみ箱はない 

 

＜収集した情報を整理した例＞ 

■調査１（現場の状況調査）・・・分布図や表にして整理 

■調査２（アンケート調査） 

・・・グラフにして整理，ランキング付 

 

 個人で考える 

 集団で考える 

留留留留    意意意意    点点点点 

 

○○○○    様様様様々々々々なななな情報情報情報情報をををを関連付関連付関連付関連付けてけてけてけて考考考考ええええ，，，，筋道立筋道立筋道立筋道立ててててててててまとめることができまとめることができまとめることができまとめることができ

るるるる。。。。 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

情報情報情報情報をををを関係付関係付関係付関係付けてけてけてけて考考考考ええええ，，，，まとめるまとめるまとめるまとめる    

ごみが多く捨てられている場所を地図に入れる 

言
語
活
動
の
充
実
 



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 学年  第１学年 

□ 議題名 「学級目標を決めよう！」<学級活動（１）> 

□ 本時の目標  学級の一員として，自らの考えをもち，他者の意見も尊重し合いながら，学級目標を決め

ることができる。 

□ 学習の流れ（全１時間） 

学習活動 指導上の留意事項 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 議題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

２ 個人の意見を決定する。 

(1) 個人の考えを付せん紙に記入

する。ブレーンストーミングを活用 

(2) 個人の考えを整理し,決定す

る。ＫＪ法を活用 

 

３ 班での意見を決定する。 

(1) 班で個人の意見を出し合う。 

(2) 班としての学級目標の案を決

定する。 

 

４ 学級目標を決定する。 

(1) 各班からの意見を発表する。 

(2) 学級目標を決定する。 

 

 

 

５ 振り返りを行う。 

 

 

 

 

・自分の考えを理由とともに明確にもち，他者の意見

を尊重しながら，学級の意見をまとめていくことを

確認する。 

 

 

・付せん紙に目指したい学級像を記入させる。 

・記入した付せん紙で関連しているものをグルーピン

グし，グループへタイトルをつける。 

・グループにしたものの中から一つ選択し，その理由

を整理させる。 

 

・簡潔に理由も述べるように指示する。 

・個々の意見で関連しているものをグルーピングし，

班での学級目標の案を決める。また，その理由を整

理させる。 

 

 

・各班の意見と理由を分かりやすく発表させる。 

・各班の意見を個人でワークシートに記入させる。 

・各班の意見をグルーピングし，よりよい学級目標を

決定させる。 

 

 

・振り返りシートに記述させ，自分と他者との関係性

の中での振り返りがあれば，発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えをもち，

他者の意見を尊重

しながら，話し合う

ことができる。 

〔集団や社会の一員

としての思考・判

断・実践〕 

（発表，ワークシ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    

中学校中学校中学校中学校                    のののの事例事例事例事例    

 

    ○○○○    自分自分自分自分とととと他他他他者者者者のののの意見意見意見意見のののの違違違違いいいいにににに気気気気付付付付きききき，，，，他者他者他者他者のののの意見意見意見意見をををを尊重尊重尊重尊重しながしながしながしなが

らららら，，，，学級目標学級目標学級目標学級目標をををを考考考考えるえるえるえることができことができことができことができるるるる。。。。    

 

 

    

    

○ 今回の改訂では，学級の中で相互に望ましい人間関係を形成しながら，学級の一員として有意義な集団生

活を送ることを目指した「「「「よりよいよりよいよりよいよりよい生活生活生活生活をををを築築築築くためのくためのくためのくための諸活動諸活動諸活動諸活動のののの充実充実充実充実」」」」がががが追加追加追加追加されました。このことは，同

じ学級の生徒が相互に望ましい人間関係を形成しながら，学級の一員として有意義な集団生活を送ることが

できるように諸活動を充実させることを目指しています。そのための活動の一つとして，学級の生徒が意見

の異なる人と議論して協同的に問題解決する態度を身に付け，集団集団集団集団としてのとしてのとしてのとしての合意合意合意合意をををを作作作作りりりり上上上上げるなどのげるなどのげるなどのげるなどの話合話合話合話合

いいいい活動活動活動活動のののの充実充実充実充実が上げられています。 

○ 本時の学習活動２～４の指導では，よりよい学級目標を決定するために生徒が相互に意見を出し合い，学

級にとって最も良い決定を行うことができるよう話合い活動の充実を図っています。  

■ 個人思考や班討議の際に，ブレーンストーミング等の技法 

を用いることによって，生徒はより多くの意見を出し，自分 

の考えももてるようになります。 

 【個人の意見を決定】          【班の意見を決定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■  互いの意見をワークシートに整理することで，自分と他者の考え，自分の班と他の班の意見を

比較し，同じ意見でも理由の違い等があることに気付くことができます。このことは学級目標を

達成するための具体的な活動にもつながります。 

活発活発活発活発にににに意見交流意見交流意見交流意見交流できるできるできるできるためのためのためのための工夫工夫工夫工夫をするをするをするをする    

新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領新学習指導要領ではではではでは    

集団集団集団集団としてのとしてのとしてのとしての意見意見意見意見をまとめるなどのをまとめるなどのをまとめるなどのをまとめるなどの話合話合話合話合いいいい活動活動活動活動をををを充実充実充実充実    

「学級目標を決めよう！」 

～自分の考えをもち，仲間の意見も尊重し合いながら，よりよい学級目標にしよう～ 

意見意見意見意見をををを整理整理整理整理するためにするためにするためにするためにワークシートワークシートワークシートワークシートをををを活用活用活用活用するするするする    

B 

ブレーンストーミングのルール 

・どんな意見でもよい。 

・より多くの意見を出す。 

・他者の意見を批判しない。 

 

学級目標を決めよう！

目指したい学級像 理由

自分

Ａくん

Ｂさん

Ｃさん

各班からの学級目標（案） 理由

１班・・・・・・・・・・・・
みんなの意見が取り

入れられた学級目標

ができた！ 

①多くの意見を記述

する。 

 

 

 

【理由】 

 

③グループを組合せ

学級目標を決める。 

 

 

 

 

意見をたくさん出

すことができた。 

みんなで納得できる

決定ができた。 

②関連しているもの

をグルーピングする。 

 

 

 

【理由】 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

A 

C 

自分の意見と理由を

整理できた。 

 

Ｂ 

Ⅰ 

Ⅲ 

＋

 

Ⅱ 

班討議の様子 

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，判断判断判断判断力力力力    

のののの育成育成育成育成 

言
語
活
動
の
充
実
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